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「暮らしの知恵シリーズ③～⑦ 

次世代に伝えたいブレないマナー講座」を開催しました 

 

                      平成２３年１月１４日から２月２５日ま 

での期間，５回にわたって成城大学＆徳島 

文理大学 兼任講師 成城大学民俗学研究 

所 研究員 民俗作法研究会 会長  

村尾 美江さんを講師にお迎えしました。 

                      第１回は，マナーの心得と基本というテ 

ーマでした。マナーは人それぞれ違うもの 

で，一緒にいる相手に恥をかかせないこと 

が一番大切ですが，基本が分かっていない 

とブレてしまうというお話でした。 

 

第２回は，電話・はがき・手紙・メールに 

ついてでした。各家庭の固定電話より携帯電 

話の利用頻度が増えたり，様々な手口の詐欺 

事件が起こったりと生活環境の変化によって， 

かかってきた電話にはなるべく個人情報を明 

かさないなどの注意が必要になったため，マ 

ナーも時代によって変化していることを感じ 

ました。 

 

第３回から第５回は，飲食・贈答・冠婚 

葬祭についてでした。それぞれ起源と意味 

についてのお話を交えつつ，箸やご飯茶碗， 

熨斗
の し

袋
ぶくろ

，榊
さかき

などを使って実習しました。 

上の写真は，奉書
ほうしょ

紙と水引を使って熨斗袋
の し ぶく ろ

 

を作っているところです。 

                      マナーと一口に言っても，歴史や風習， 

流派によって様々だということを教えてい 

ただきました。マナーは，人を批判するた 

めのものではありません。人に恥をかかせ 

ないためには，間違いを公の場では指摘し 

ない，たとえ間違っていてもその場は相手 

に合わせるなどの心配りが必要だそうです。                      


